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6
月
定
例
会
が
6
月
9
日
か
ら
23
日
ま
で
開

会
さ
れ
、
4
億
4
千
万
円
の
補
正
予
算
な
ど
8

議
案
を
審
議
、
可
決
し
ま
し
た
。 

主
な
歳
出
補
正
は 

            

定
例
会
最
終
日
の
23
日
、
石
飛
市
長
は
閉
会

挨
拶
で
50
年
を
目
標
に
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
、
と
「
雲
南
市
脱
炭
素
宣
言
」
を

表
明
し
ま
し
た
。 

    

6
月
22
日
に
告
示
さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙

の
投
開
票
は
7
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
要
す
る
雲
南
市
の

費
用
は
3
千
8
百
万
2
千
円
（
う
ち
人
件
費
は

1
千
8
百
44
万
2
千
円
）
で
本
年
度
当
初
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
6
月
22
日
現
在
の
雲

南
市
の
有
権
者
数
は
3
万
1
千
2
百
32
人
、
一

人
当
た
り
単
純
計
算
で
1
千
2
百
17
円
の
経
費

と
な
り
ま
す
。
投
票
に
行
っ
て
も
行
か
な
く
て
も

こ
の
経
費
は
支
出
さ
れ
ま
す
。
市
民
・
県
民
の
意

思
を
国
政
に
反
映
す
る
た
め
に
も
こ
の
経
費
を

無
駄
に
出
来
ま
せ
ん
。
投
票
日
に
都
合
で
投
票
で

き
な
い
方
に
は
、
期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
か
ら
大
東
町
な
ど

一
部
投
票
区
の
地
区
割
や
投
票
時
間
の
変
更
が

あ
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
雲
南
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
40
‐
1

0

9

0
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
日
前
投
票
所
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

              

平
成
29
年
に
事
業
決
定
、
令
和
2
年
か
ら
工
事

が
始
ま
っ
た
雲
南
加
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
工
事
が
終
盤
を
迎
え
、
そ
の
全
容
が
見
え

て
き
ま
し
た
（
下
段
写
真
右
）
。
本
年
夏
の
完
成

を
目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
仕
上
げ
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
（
供
用
開
始
日
は
参
議
院
議
員
選
挙

後
に
公
表
予
定
）
。
な
お
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
は
E

T

C
搭
載
車
専
用
で
す
。 

ま
た
、
隣
接
す
る
企
業
団
地
の
造
成
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
神
原
企
業
団
地
第
1
期
2
区
造

成
工
事
お
よ
び
第
2
期
A
工
区
造
成
工
事
が
本

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
南
加
茂
企
業
団
地
第

3
期
造
成
工
事
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
令
和
5
年
1

月
か
ら
分
譲
開
始
予
定
で
す
。 

                 

 

神
原
企
業
団
地
お
よ
び
南
加
茂
企
業
団
地
は

IC
に
隣
接
し
交
通
至
便
で
す
。
立
地
条
件
を
活

か
し
た
産
業
政
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

                  

  

6
月
定
例
会
で
は
19
人
の
議
員
中
、
17
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
多
か
っ
た
論

点
は
、 

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
支
援
策 

②
そ
の
他
の
コ
ロ
ナ
対
策 

③
島
根
原
発
再
稼
働
問
題 

④
公
共
用
施
設
等
総
合
管
理
計
画 

⑤
指
定
管
理
者
制
度 

⑥
消
防
団 

⑦
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
整
備 

等
で
し
た
。
未
だ
終
息
の
目
途
が
立
た
な
い
コ
ロ

ナ
関
連
の
質
問
が
一
番
多
か
っ
た
こ
と
に
続
き
、

丸
山
島
根
県
知
事
が
島
根
原
発
2
号
機
再
稼
働

に
関
し
最
終
判
断
を
下
し
た
こ
と
か
ら
原
発
関

連
の
一
般
質
問
が
続
き
ま
し
た
。
消
防
団
に
つ
い

て
は
、
操
法
大
会
に
向
け
た
厳
し
い
訓
練
や
団
員

確
保
の
難
し
さ
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
関
心
事
が
一
般
質
問
の
順
番
に
反
映
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ま
し
た
。 

    

た
た
ら
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
全
国
で

行
わ
れ
て
い
た
製
鉄
法
で
す
が
、
近
代
製
鉄
法
に

代
わ
り
急
速
に
寂
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

奥
出
雲
地
方
に
は
「
菅
谷
た
た
ら
山
内
」
な
ど
の

遺
構
は
も
と
よ
り
、
た
た
ら
操
業
を
行
え
る
人
材

が
今
で
も
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
非
常
に

重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
平
成
28
年
に
は

文
化
庁
か
ら
日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

た
た
ら
の
原
材
料
と
な
る
砂
鉄
、
そ
し
て
燃
料

と
な
る
木
炭
は
い
ず
れ
も
当
地
方
で
自
給
で
き

る
も
の
で
す
。
S

D

G

s
が
叫
ば
れ
る
時
代
を

先
取
り
し
環
境
に
や
さ
し
い
製
鉄
法
で
す
。 

た
た
ら
は
5
年
前
の
映
画
「
た
た
ら
侍
」
に
続

き
、
今
年
5
月
に
も
短
編
映
画
「
た
た
ら
」
の

撮
影
が
本
市
内
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
た
た
ら
は
世

界
か
ら
注
目
を
集
め
る
地
域
の
誇
り
、
宝
で
す
。

中
林
は
今
回
の
一
般
質
問
で
、
こ
の
た
た
ら
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
（
裏
面
）
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6
月
定
例
会  

完
成
間
近 

6

9
～

23 

①
コ
ロ
ナ
禍
で
売
上
減
少
し
た
事
業
所
へ
の
支

援
金
（
国
の
対
象
外
事
業
者
向
け
）
2
千
5
百

50
万
円 

②
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
少
し
た
指
定
管
理
者

へ
の
補
助
3
千
万
円 

③
林
地
崩
壊
防
止
事
業
（
昨
年
7
月
豪
雨
関
連
、

崩
土
撤
去
費
支
援
）
1
億
1
千
5
百
10
万
円 

④
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（
4
回
目
追
加

接
種
）
1
億
8
千
3
百
64
万
円 

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
幡
屋
地
区
振
興
会

除
雪
機
2
台
）
1
百
60
万
円 

雲
南
加
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ 

参
議
院
議
員
選
挙
7

10 

 

各
町
総
合
セ
ン
タ
ー

雲
南
市
役
所
本
庁
舎

会
場

7/1（金） 6/23（木）

～ ～

7/9（土） 7/9（土）

8：30 8：30

～ ～

20：00 20：00

設

置

期

間

時
間

た
た
ら
文
化
の
重
要
性 

一
般
質
問
の
主
な
論
点 

 

完成間近の IC。IC の奥が尾道松江線（左が三刀屋木次方面） 

 

 

雲南加茂スマート IC と開発が進む神原企業団地 
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今
回
の
一
般
質
問
の
テ
ー
マ
は

「
た
た
ら
」
と
「
観
光
」
で
す
。

緊
急
性
の
あ
る
テ
ー
マ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
雲
南
市
の
10
年
後
、

30
年
後
を
見
据
え
、
取
り
組
む
べ

き
テ
ー
マ
で
す
。 

   

問 鉄
の
歴
史
村
地
域
振
興
事
業
団
（
以
下
、
鉄
の

歴
史
村
）
は
市
が
６
割
出
資
す
る
三
セ
ク
だ
。
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
る
鉄
の
歴
史
村
の
運
営
お

よ
び
「
鉄
の
歴
史
博
物
館
」
を
ど
う
す
る
か
。 

答
（
市
長
） 

火
災
や
赤
字
運
営
が
続
い
た
こ
と
か
ら
設
立

当
初
と
比
べ
基
本
財
産
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
学

芸
員
の
採
用
や
吉
田
総
合
セ
ン
タ
ー
長
を
理
事

と
し
て
派
遣
す
る
な
ど
体
制
強
化
を
図
っ
て
い

る
。
指
定
管
理
の
あ
り
方
や
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
は
、
鉄
の
歴
史
村
の
考
え
を
聞
き
丁
寧
に
対
応

す
る
。
博
物
館
は
、
今
後
も
鉄
に
関
わ
る
歴
史
資

料
の
収
集
・
保
存
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。 

問 鉄
の
歴
史
村
か
ら
市
が
譲
り
受
け
た
「
和
鋼
生

産
た
た
ら
体
験
交
流
施
設
」
を
今
後
ど
う
す
る
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

近
代
た
た
ら
操
業
や
小
だ
た
ら
操
業
を
行
い
、

見
学
や
体
験
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
維

持
・
活
用
す
る
。 

問 昨
年
３
月
で
閉
館
と
な
っ
た
鉄
の
未
来
科
学

館
を
ど
う
す
る
か
。 

答
（
吉
田
総
合
セ
ン
タ
ー
長
） 

入
館
者
数
の
減
少
、
空
調
な
ど
施
設
の
維
持
管

理
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
当
初
の
設
置

目
的
に
沿
っ
た
再
生
は
困
難
と
判
断
し
て
い
る
。 

問 東
工
大
名
誉
教
授
で
鉄
の
歴
史
村
の
理
事
で

も
あ
る
永
田
先
生
に
よ
れ
ば
、
た
た
ら
は
小
学
生

か
ら
社
会
人
ま
で
段
階
に
応
じ
た
学
び
が
で
き

る
そ
う
だ
。
た
た
ら
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
る

こ
と
に
つ
て
所
見
を
伺
う
。 

答
（
教
育
長
） 

た
た
ら
製
鉄
は
極
め
て
重
要
な
文
化
遺
産
と

認
識
。「
永
田
式
た
た
ら
」
な
ら
短
時
間
で
た
た

ら
製
鉄
を
体
験
可
能
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
れ
ば
全
市
へ
の
展
開
も
期
待
で
き
る
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
・
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
4
本
柱
の
ひ
と
つ
、

様
々
な
形
で
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。 

問 鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協
議
会
に
は
毎
年
150
万

円
余
り
が
予
算
化
、
支
出
さ
れ
て
い
る
が
成
果
が

見
え
な
い
。
活
動
状
況
、
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

安
来
市
、
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
の
2
市
1
町
で

構
成
し
、
日
本
遺
産
の
登
録
、
た
た
ら
文
化
の
啓

発
、
た
た
ら
ガ
イ
ド
の
養
成
や
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
2
市
1
町
で
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。 

問 雲
南
市
た
た
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
活
動

状
況
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

本
市
に
来
訪
さ
れ
た
方
々
に
た
た
ら
文
化
を

紹
介
す
る
人
材
育
成
の
た
め
計
9
回
の
養
成
講

座
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
た
た
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
、
市
民
に
た
た
ら
文
化
を
知
り
、
理
解
を

深
め
る
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。 

問 た
た
ら
の
産
官
学
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

た
た
ら
製
鉄
の
技
術
や
文
化
、
関
連
す
る
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
調
査
・
研
究
は
必
要
だ
。
従

っ
て
、
学
術
機
関
と
の
連
携
は
重
要
な
も
の
と
認

識
。
こ
う
し
て
高
め
た
価
値
を
産
業
や
観
光
に
つ

な
げ
、
そ
し
て
広
く
地
域
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
民
間
と
の
連
携
も
欠
か
せ
な
い
。 

問 た
た
ら
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
、
民
間
と
の

連
携
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
で
は
。 

答
（
市
長
） 

た
た
ら
は
教
育
的
な
効
果
も
含
め
、
観
光
振
興

の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

け
ら
出
し
や
ナ
イ
フ
づ
く
り
体
験
な
ど
が
あ
り
、

今
後
、
鉄
の
歴
史
村
、
観
光
協
会
や
観
光
業
者
、

地
元
事
業
者
の
（
株
）
た
な
べ
た
た
ら
の
里
等
の

協
力
を
得
て
進
め
て
い
き
た
い
。 

問 た
た
ら
及
び
関
連
施
設
を
世
界
遺
産
と
し
て

登
録
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。 

答
（
市
長
） 

世
界
遺
産
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
そ

の
実
現
性
や
指
定
を
受
け
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
石

見
銀
山
の
よ
う
に
多
く
の
来
訪
者
に
よ
っ
て
、
そ

の
良
さ
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。
継

続
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
も
必
要
だ
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
総
意
と
し
て
世
界
遺
産
を
目
指
そ
う
と
す

る
な
ら
前
向
き
に
進
む
べ
き
だ
、
も
う
し
ば
ら
く

議
論
の
経
緯
を
待
ち
た
い
。 

   

問 「
あ
め
つ
ち
」
の
木
次
線
入
線
は
平
日
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
観
光
に
生
か
せ
る
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

「
あ
め
つ
ち
」
の
乗
客
は
関
西
お
よ
び
岡
山
方

面
か
ら
。
雲
南
の
豊
か
な
食
、
温
泉
、
神
話
、
た

た
ら
な
ど
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
観

光
に
よ
る
経
済
効
果
が
見
込
め
る
。 

問 広
域
観
光
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

観
光
は
い
か
に
多
く
の
国
内
外
の
お
客
様
に

来
て
い
た
だ
く
か
、
そ
う
い
う
視
点
で
広
域
の
意

義
は
あ
る
。
残
念
な
が
ら
本
市
に
は
メ
ジ
ャ
ー
な

観
光
資
源
が
乏
し
い
の
で
、
出
雲
大
社
や
松
江
城

な
ど
認
知
度
の
あ
る
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
は

必
要
不
可
欠
だ
。 

問 本
市
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
広
域
観
光

の
「
広
域
」
と
は
ど
の
よ
う
な
概
念
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

本
市
と
つ
な
が
り
の
あ
る
行
政
区
域
を
指
し

て
い
る
。
木
次
線
や
た
た
ら
を
軸
と
す
る
場
合
、

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
な
ど
神
話
を
軸
と
す
る
場
合
、

な
ど
軸
と
な
る
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
様
々
な
組
み

合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
。 

問 そ
の
「
広
域
」
の
中
に
は
ど
の
よ
う
な
観
光
資

源
が
あ
り
、
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
。
本
市
の
発

展
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
さ
せ
る
か
。 

答
（
市
長
） 

安
来
市
、
奥
出
雲
町
と
で
構
成
す
る
鉄
の
道
文

化
圏
推
進
協
議
会
で
は
、
た
た
ら
の
歴
史
や
文
化

を
、
出
雲
市
、
奥
出
雲
町
で
構
成
す
る
出
雲
の

國
・
斐
伊
川
サ
ミ
ッ
ト
で
は
ト
ロ
ッ
コ
列
車
を
、

中
海
圏
域
と
奥
出
雲
町
と
で
構
成
す
る
斐
伊
川

水
系
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
水
鳥
と
の
共

生
を
、
54
号
線
沿
線
自
治
体
で
取
組
ん
で
い
る

や
ま
な
み
街
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。
関

係
自
治
体
と
連
携
し
、
観
光
振
興
と
地
域
の
活
性

化
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

問 広
域
観
光
を
進
め
る
に
あ
た
り
関
係
諸
団
体

と
ど
の
よ
う
な
連
携
を
と
る
か
。
市
長
は
各
団
体

の
「
長
」
も
務
め
て
い
る
が
ど
う
考
え
る
か
。 

答
（
市
長
） 

観
光
振
興
に
は
、
①
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
、

②
効
果
的
な
宣
伝
、
③
魅
力
あ
る
商
品
の
企
画
実

施
、
の
3
つ
の
視
点
が
あ
る
。
ま
ず
広
域
観
光

を
推
進
す
る
協
議
会
等
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く

り
、
各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
商
工
会
や
観
光
協
会

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
べ
き
も
の
だ
。
自
治
体

同
士
の
調
整
や
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
長
と

し
て
関
わ
っ
て
い
く
。 

問 市
長
は
中
海
宍
道
湖
大
山
圏
域
市
長
会
へ
の

参
加
希
望
を
表
明
し
て
い
る
。
意
図
は
何
か
。 

答
（
市
長
） 

雲
南
市
の
魅
力
を
PR
す
る
た
め
に
は
近
隣
と

の
広
域
連
携
が
必
要
だ
。
ま
た
、
そ
の
地
域
に
は

空
港
や
港
湾
が
立
地
し
て
お
り
、
人
の
流
れ
と
い

う
観
点
か
ら
も
連
携
が
必
要
だ
。 

 収
ま
り
そ
う
で
な
か
な
か
収
束
し
な
い
今
回
の

コ
ロ
ナ
。
経
済
活
動
が
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
気
が
許
せ
ま
せ
ん
。
向
暑
の
み
ぎ
り
、

ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 
 

 

（
た
か
し
） 

た
た
ら
と
鉄
の
歴
史
村
に
つ
い
て 

広
域
観
光
に
つ
い
て 


